
自治体名 愛知県小牧市 人口 149,072人 事業費 9,568千円

事業概要

証明書自動交付機「キオスク端末」を庁舎内に設置し、本人操作で証明書を自動発行できる環境を構築する。
本市では、既にコンビニ交付を実施しており、交付手数料についても窓口交付の場合の半額として利用促進を
図っているが、依然として窓口で発行する利用者も多く、窓口の混雑に繋がっている。来庁者をキオスク端末へ誘
導し、操作に慣れてもらうことで、次回以降のコンビニ交付サービスの利用に繋げる。その結果、窓口対応を削減し、
混雑緩和や相談業務強化を図り行政サービスにおける市⺠満⾜度の向上を目指す。

具体

サービス

・本庁舎１階にキオスク端末を１台設置し、マイナン
バーカードを利用した各種証明書の自動交付を実施
する。
・キオスク端末には、キャッシュレス決済、スマホ用電
子証明書、多言語対応等ができることにより、幅広い
層への利用が期待され、市⺠の利便性向上に期待
できる。
・キオスク端末の利便性を周知・啓発し、市⺠のコン
ビニ交付利用を広げていくことで「来させない窓口」の
推進を図る。

【キオスク端末から自動交付可能となる証明書】
住⺠票の写し、印鑑登録証明書、所得・課税証明
書

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①庁内で発行されたコンビニ交付対応証明書のうち、
庁内キオスク端末が利用された割合
②

【アウトカム指標（成果指標）】

①庁舎内で利用したキオスク端末に係る利用満⾜度
②庁外コンビニ交付サービスの利用率
③

事業概要 【証明書自動交付機活用事業】

【導入前】

コンビニ交付
わからない。

とりあえず市役所
に行こう！

今日も窓口混んで
るなぁ。

【導入後】

証明書自動
交付機？

職員が操作方
法をサポート

意外と簡単！
これなら一人
で出来るかも！

もう市役所に行か
なくても大丈夫！

事業概要については、4行程度で簡潔にまとめていただく

よう修正願います。また、本事業を検討するに至った背景

として、地域の課題や住⺠の困りごとについても簡潔に言

及願います。

P.5に記載のキオスク端末の設置により自動交付可能と

なる証明書の種類を本スライドにも記載願います。



推進体制

◼ 庁内の推進体制

名称 名称 役割

事業実施責任者 市長 • 事業全体のマネージメント・進捗管理

事業担当部署 市⺠窓口課
・ システムの調達、関連部署との調整、業務フローの検討、サービス評価・改善、周知広
報

連携部署 行政改革課 • 事業全体のマネージメント・進捗管理

連携部署 広報広聴課 • 広報誌の作成

【各課室の役割】

市長

・システムの調達
・サービスの運用 など

事業実施責任者

市⺠窓口課

事業担当部署

行政改革課

連携部署
指示

連携交付金申請・取りまとめ

実装サービス実施部局

広報広聴課

連携部署

連携広報誌の作成

文字の色を黒に修正お願いします

周知広報、サービス評価・改善を行うなど、事業推進に必要な課を漏れ

なく記載願います。



経費内訳
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